
【資料２】
公文書管理と文書館のイメージ

松江市における公文書管理の大きな課題は、文書作成時に全文書量の約4割（冊
数）が永年保存文書に設定され、その後、評価選別(廃棄と保存)の仕組みが無い事で
す。

課題の解決のための一試案として、松江市においても、

①国の公文書管理制度（公文書等の管理に関する法律・施行令）に準じて公文書の保
存年限を最大30年と区切る。
②文書管理の専門的職員〔レコードマネージャー〕を配置するなど、公文書管理のガバ
ナンスを高め、特に文書作成時に適正な管理を行う。

③保存年限を経過した公文書は非現用文書とし、歴史史料の専門的職員〔アーキビス
ト〕により、重要な公文書は歴史公文書として残し、他のものは廃棄する（評価・選別）こ
とで、最終的に歴史公文書（永年保存）は作成公文書の約1割とすることを目標とする。
④松江市文書館（仮称）を設置し、松江市として大切な歴史公文書と地域に所在する
歴史史料（古文書等）とを適正に整理・保管・公開（調査研究）するという、一連の仕組
みを早急に構築していく必要があります。

【イメージ図】

①松江市における公文書と地域に所在する歴史史料の管理に関する試案

②専門的職員の配置と所管文書の仕分け

③文書（現用文書、歴史公文書、歴史史料）の分担管理のイメージ

④松江市文書館（仮称）の基本機能
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公文書の作成 現用公文書の保管・管理

公文書の作成
実態として、公文書作成
年度に約4割(冊数)の永年
保存文書が発生している

保存年限が過ぎる現用文書の評価選別

保存年限が過ぎる現用公文書は、専門的
職員が廃棄するものと残すべき文書とに評
価選別し、残すべき文書は歴史公文書とし
て、文書館において整理・保管・公開（調査
研究）する

専門的職員 アーキビスト

【資料２】 ①松江市における公文書と地域に所在する歴史史料（古文書等）の管理に関する試案
【現状と新公文書管理のイメージ図】

連携

【
現
状
】

【
新
公
文
書
管
理
の
イ
メ
ー
ジ
】

現用公文書の保存
実態として、公文書の約2/3は執務
室で保存されている。保存年限に応
じ、作成から10年経過すると基本的
永年保存文書のみとなるが、その
後も現用公文書として保存している

永年保存文書

10年保存文書

10年保存文書

30年保存文書

公文書の作成
「公文書等の管理に関する
法・同施行令」に基づく「歴史
公文書」の概念を持つことで、
現用公文書の保存年限を最
大30年と区切る

総務部総務課 ⇒ 松江市文書館(仮称)

（現用公文書） （非現用文書）

現用公文書の保存

執務室での保存を少なくし、書庫
での保存とする。原則、作成から
30年経過すると、全ての公文書が
非現用文書となる

5年保存文書

5年保存文書

1年保存文書

1年保存文書

公
文
書
管
理
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化

公文書のﾗｲﾌｻｲｸﾙ （作成） → （整理・活用・保存期間決定） → （行政文書ファイル管理簿） → （保存） → （評価選別）→（廃棄または保存期間延長または文書館への移管）

(歴史公文書)

公文書のﾗｲﾌｻｲｸﾙ （作成） → （整理・活用・保存期間決定） → （行政文書ファイル管理簿） → （保存） → （1～10年廃棄または保存期間延長）（永年保存）

評価選別

専門的職員 レコードマネージャー

作成公文書の約4割(冊数)

目標：作成公文書の約1割
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所管する文書 担当行政部署 職務

現用公文書 総務部総務課
現用公文書の管理

非現用文書
（歴史公文書、地域に
所在する古文書等）

歴史まちづくり部
史料編纂課 非現用文書の管理

松江市文書館（仮称）

【資料２】 ②専門的職員の配置場所と所管文書の仕分け

連携

【
総
務
部
】

【
歴
史
ま
ち
づ
く
り
部
】歴史公文書・・・歴史史料として重要な公文書

ﾚｺｰﾄﾞﾏﾈｰｼﾞｬｰ・・・公文書管理の方針・手順・実施推進などに関わる専門的職員
ｱｰｷﾋﾞｽﾄ・・・公文書管理を支え、個人や組織、社会の記録を保存し、提供する専門的職員

保存年限が過ぎる現
用文書の評価選別

公
文
書
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

作
成→

整
理
・保
存
期
間
決
定→

管
理
簿→

保
存→

評
価
選
別→

廃
棄
ま
た
は
保
存
期
間
延
長

→

歴
史
公
文
書
は
文
書
館
へ
移
管

保存期間管理の徹底
（法務的価値）法令要求、訴訟対策上
（業務的価値）現在および将来の業務遂行上
（歴史的価値）歴史的、文化的、学術研究上

保存と活用の徹底
歴史公文書、地域に所在する古文書等の収
集・整理・保管・調査・公開

公文書管理係（室）

専門的職員 レコードマ
ネージャー

史料編纂係
専門的職員 アーキビスト
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総務部総務課

現用文書
（保存期間文書）
〔1～30年〕

松江市文書館
（仮称）

歴史公文書・

地域に所在する
歴史史料
（古文書等）

【歴史館保管史料】

①展示に必要な史料

②厳密な温湿度管理が
必要な史料
③特に重要な史料

松江歴史館

松 江 市

【資料２】 ③文書（現用文書、歴史公文書、歴史史料）の分担管理のイメージ

収集(評価・選別)・整理・保存

史料に基づく調査研究・歴史編纂

史料・情報の公開と提供

【資料２】 ④松江市文書館（仮称）の基本機能

史料編纂課

松江市文書館
（仮称）
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【資料３】　文書管理改善スケジュール（案）
区分 Ｈ３０ Ｈ３１ Ｈ３２ Ｈ３３ Ｈ３４ Ｈ３５ Ｈ３６ Ｈ３７ Ｈ３８

新庁舎整備スケジュール
松江市庁舎整備基本計画
（Ｈ３０年９月）より

１．適正な文書保存管理

○執務室文書の削減
〇公文書管理法に基づく
文書管理
○新文書庫の整備

２．文書情報管理と有効
活用

○文書管理システムの導
入
・業務の効率化
・電子文書管理
・電子決裁の検討

３．歴史公文書の適正な
管理、資料公開、調査研
究等

○文書館の在り方検討
・歴史公文書管理組織体
制
・歴史公文書の選別
・文書館の整備

執務室文書の削減

文書管理体制の充実、専門職（レコードマネージャー）の育成

システム機能・仕様の検討、関係課協議

新庁舎整備にあわせ文書管理システムの導入

システム構築作業

システム本稼働

基本設計、実施設計 Ⅰ期工事

引越 引越

解体・Ⅱ期工事 解体・外構工

新文書庫整備

新文書庫整備の協議

公文書管理条例の制定

文書館検討委員会開催

文書館整備構想の策定

歴史公文書選別体制の確立、専門職（アーキビスト）の育成

歴史公文書管理組織体制の検討

歴史公文書選別基準の検討

文書館の整備計画の検討
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松江市文書館（仮称）検討委員会委員名簿 
氏 名 委員区分 備 考 

井上寛司 学識委員（委員長） 島根大学名誉教授 
広江みづほ 行政委員（副委員長） 松江市総務部長 
竹永三男 学識委員 島根大学名誉教授 
小林准士 学識委員 島根大学法文学部教授 
藤原亮彦 行政委員 松江市歴史まちづくり部長 

 
臨時委員 
西村芳将 行政委員 鳥取県立公文書館（県史編さん室）課長補佐 

 
 
事務局 
（総務部） 
島根史明 総務部次長（総務課長） 
恩田 修 総務課長補佐 
三代晃大 総務課副主任 

（歴史まちづくり部） 
永田明夫 歴史まちづくり部次長（都市政策課長） 
稲田 信 史料編纂課長 
小山祥子 史料編纂課副主任 
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検討経過 
 日時・場所 議  題 
第 1 回 10 月 19 日（金） 

 
(1)松江市における公文書と地域に所在する歴史史

料（古文書等）の数量的現状 
①松江市保管公文書の収納面積 
②単年度で発生する永年保存文書 
③平成期に発生した文書量 
④平成期の公文書の発生状況 
⑤調査済み文書点数一覧 

(2)公文書管理と文書館のイメージ 
①松江市における公文書と地域に所在する歴史史

料の管理に関する一試案  
②専門的職員の配置と所管文書の仕分け 
③文書の分担管理のイメージ 
④松江市文書館（仮称）の基本機能 

(3)文書管理改善スケジュール（案） 
(4)意見交換 

第 2 回 12 月 20 日（木） 
 

(1)研修会「鳥取県立公文書館の取り組み」 
(2)審議 
①第 1 回の論点整理と新庁舎建設計画について 
②「松江市文書館（仮称）整備構想（案）」の審議 

第 3 回 2 月 4 日（月） 
 

「松江市文書館（仮称）整備構想（案）」の審議   
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松江市文書館（仮称）整備構想 

策定日 平成 31 年 3 月 28 日 
発 行 松江市 

島根県松江市末次町 86 番地 


